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これらの表示以外のところでも気象状況などによっては、
山崩れ、がけ崩れ、土石流等が発生するおそれがあります。
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100ｍ500地域１  慈尊院地内地域１  慈尊院地内
防災マップの見方
　九度山町では、防災や災害に関する情報を提供することで、町民の皆様が住んでいる地域の危険性を知り、
災害に対し、事前に備え、危険が迫った場合の適切な行動を実践できるようになっていただくことを目的に
「九度山町防災マップ」を作成しました。

家族や地域の
方々と話し合い
ましょう

非常持出品
備蓄品を準備する

避難経路を
実際に歩いて
安全を確認する

避難先を決め
避難経路を設定する

正確な情報の
入手先を確認する

自宅周辺などの
災害リスクを
確認する

自宅の位置や
避難所を確認する

避難を判断するためには、正確な情報収集が大切
です。【正しい情報を得る！など（36～38頁）】
を参考にどこでどのような情報が入手できるかを
あらかじめ調べておきましょう。

どのような状況で、どこに避難するか決定した
ら、避難経路を設定しましょう。大雨時は、水路
を避けるなど、想定される災害に対応した経路
を検討しましょう。

避難経路を設定したら、実際に歩き、避難経路上
に新たな危険箇所があった場合には、避難経路や
避難先を見直し、【防災メモ（39頁）】にも書き込
みましょう。

【非常持出品・備蓄品（34頁）】を参考にして、
避難時に持ち出すものや災害後に使用する保存食
などを準備しておきましょう。

防災マップを使って、家族や地域の方々と話し合
い、災害時の役割分担や連絡方法などを確認しま
しょう。また地域での訓練や協議で活用し、地域
のつながりや防災力の向上に活用しましょう。

防災マップでは、浸水や土砂災害などの危険が高
い場所に、着色や線で囲み表示しています。
着色等がない場所でも、周りと比べて低い土地、
水路、崖の近くなど危険となる場所を確認しま
しょう。

国道や県道の位置、学校や公共施設などの位置を
参考に、自宅や避難所の位置を確認しましょう。
また、家族の職場や学校などの位置も確認してお
きましょう。
※避難先は、町が指定する避難場所のほか、安全な
　場所にある親戚や知人の家なども考えられます。
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